











































































　そして「これらの現実的存在は複合的で相互依存的な経験の滴り （drop of experience） 」 
（Whitehead 1929/1978 :18,  邦訳26頁） であると言われ、「それぞれの現実的存在は与件 （data） 
から生じる経験の活動 （act of experience） と考えられる」 （Whitehead 1929/1978 :40,  邦訳59
頁） とも主張される。ここで「経験」という言葉が強調されていることに気をつけねばならない。
経験とは端的に言えば心の活動に他ならない。実際二番目の引用で彼が使っている「data」と






物的な （physical） 存在を否定するわけではない。むしろ「各々の現実態 （actuality） ［＝現実









これをホワイトヘッドは「客 - 主構造」 （object-subject structure） と称して、通常の主体があっ


























































































































































































　こういった問題について付随性 （supervene） を主張することで解決しようとしたのが、J. キ
ムである11）。彼はある脳の物理的出来事 （A） に心的現象 （a） が付随するとした。そしてこの
脳の物理的出来事 （A） が別の脳の物理的出来事 （B） を引き起こすとき、その別の脳の物理的
出来事に別の心的現象 （b） が付随する。ここで実際に因果性が働いているのは A と B の間の
みなのである。常識的に何か心が身体に因果性を及ぼしたり、心的作用同士の間での因果性を
及ぼしたりしているように見えるのは実は心的現象がそれに付随している物理的出来事同士の
関係にすぎない。例えば a が B を引き起こしているように思えるときも、a が b を引き起こし






















































































































1929/1978: 150,  邦訳223頁） 。そして「宇宙に内在する自由は、この自己原因性という要素に





















































































































































































４）以下の議論はWhitehead (1925/1967) のpp. 67-69邦訳89-93頁においてなされている。
５）McHenry (1995)、以下の彼の主張はこの論文による。
６）Whitehead (1933/1967) pp.180-181, 邦訳247-249頁
７）因果的効果についてのホワイトヘッド議論は、主著としてのWhitehead (1929/1978) の他に、それを
最初に規定した著作としてWhitehead (1927/1985) がある。







15）Whitehead (1929/ 1978) p46, 邦訳67頁, ibid. p.229, 邦訳336頁、ibid. 258, 邦訳380頁等
16）注 ８） 参照
17）Whitehead (1929/ 1978), PartⅢ ChapterⅤ, SectionⅣ-Ⅵ
18）Wallack (1980)
19）実際ホワイトヘッド研究者の中にはそういった神経科学的な心へのアプローチの中にホワイトヘッド
のコスモロジーを位置づけようという試みもある。Weber and Weeks (2009) 参照。
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